
10

月
13

日
（
土
）
・
14

日
（
日
）
の
両

日
、
「
第
38
回
木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展
」

（
主
催
：
東
京
都
・
一
般
社
団
法
人
東
京

都
木
材
団
体
連
合
会
）
が
都
立
木
場
公
園

（
江
東
区
）
で
開
催
さ
れ
、
東
京
事
務
所

も
協
賛
の
う
え
ブ
ー
ス
を
出
展
し
国
有
林

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
「
森
を
育
て
た
い
。
だ
か

ら
木
を
使
お
う
。
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

都
民
に
木
と
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
提
供
し
、

暮
ら
し
の
中
で
の
木
材
利
用
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
「
木
づ
か
い
推

進
月
間
」
で
も
あ
る
10

月
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
日
は
、
東
京
都
の
各
木
材
関
係

団
体
等
が
参
加
し
、
木
工
教
室
等
の
木
と

ふ
れ
あ
う
体
験
や
木
製
品
の
展
示
販
売
、

木
造
住
宅
相
談
、
特
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、

木
挽
き
の
実
演
、
太
鼓
の
演
奏
、
木
場
の

木
遣
り
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
事
務
所
の
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
職

員
手
作
り
の
「
つ
き
板
」
（
薄
い
木
の
板
）

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
国
有
林
に
あ
る
世
界
自

然
遺
産
が
分
か
る
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を
配
布

し
て
、
貴
重
な
自
然
環
境
を
有
す
る
国
有

林
の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
も
っ

く
ん
（
小
枝
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）
や
木
の

実
の
リ
ー
ス
な
ど
を
作
る
子
供
達
に
大
人

気
の
「
森
林
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

や
、
緑
の
募
金
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
参
加
者
に
は
、
簡
単
な
ゲ
ー
ム
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
親
子

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

両
日
共
に
曇
り
が
ち
な
が
ら
す
ご
し
や

す
い
天
候
で
、
来
場
者
が
ど
っ
と
押
し
寄

せ
、
２
日
間
で
約
７
万
人
に
も
達
し
盛
況

な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

き
の
こ
特
集

肝
臓
は
酸
っ
ぱ
い
？

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
（
食
）
（
カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ

科

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
属
）

６
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
シ
イ
や
ス

ダ
ジ
イ
の
傷
つ
い
た
根
元
付
近
に
発
生
し

ま
す
。
カ
サ
は
５
㎝
か
ら
30

㎝
で
、
形
は

ヘ
ラ
形
か
ら
扇
形
、
表
面
は
ザ
ラ
ザ
ラ
し

て
い
て
赤
紅
色
で
す
。

柄
は
短
く
上
部
は
カ
サ
と
同
色
で
下
部

は
白
色
で
す
。
ヒ
ダ
は
菅
孔
状
で
始
め
淡

紅
色
で
後
に
濃
赤
褐
色
に
な
り
ま
す
。

カ
ン
ゾ
ウ
タ
ケ
の
和
名
の
由
来
は
、
き

の
こ
が
肝
臓
に
似
て

い
る
所
か
ら
和
名
が

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

肉
は
赤
色
で
白
い

筋
が
あ
り
、
味
は
酸

味
が
強
い
で
す
。

（６）平成３０年１０月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１７２号

木
と
暮
し
の
ふ
れ
あ
い
展

東
京
事
務
所開会式（渡邊林野庁林政部長祝辞）
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